
9款　5項　2目

【会計】一般会計

9款：教育費　5項：社会教育費　2目：文化財保護費

224

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

8,387千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

12 委託料

市内遺跡所在確認調査委託料 8,265千円

17 備品購入費

機械器具費 122千円

8,387千円

事業の目的

・記録保存の発掘調査の成果を公表することにより、文化財保護思想の高まりと地域の歴史の発展に寄与す
ることができます。
※文化庁では発掘調査報告書の刊行までを埋蔵文化財の発掘調査と定義しています。
・佐倉市内の埋蔵文化財包蔵地等を空間情報としてデジタル化することで、包蔵地に関する情報の一元管理
と関連事務の効率化・高度化を実現させることができます。
・整理作業の1つであるトレースに必要なデジタル図を現場で作成することができます。

事業の効果

・発掘調査報告書を市内外図書館・大学・研究機関・博物館等で公開・活用します。
・埋蔵文化財包蔵地についての照会･確認（窓口･電話･FAX･メール）の対応を迅速化し、サービス向上が実
現できます。
・電子平板測量によって、従来の方法と比べて整理作業にかかる時間を短縮できます。

節 説明

生谷松山遺跡の埋蔵文化財整理業務委託料

オートレベルの購入に要する経費

計

事業の概要

・市内遺跡（生谷松山遺跡）整理業務委託（令和6年度）として、５か年計画2年目の整理作業を行います。
・（仮称）埋蔵文化財分布地図GIS運用に関わる調査を行います。
・電子平板運用に係る調査を行います。
・部品供給終了に伴い、オートレベルAT-M3をオートレベルAT-B3Aへ変更します。

令和6年度　当初予算要求事業内容説明書

第3章　地域の資源を活かした活力と賑わいのあるまち（産業・観光
         ・文化）

施策1　歴史・文化資産を保全・活用します

事業 市内遺跡整理事業

担当所属 文化課

予算要求額
（財源内訳）

8,387千円

基本施策4　文化・芸術振興


